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京大人文研
醐

共同研究班が読み解く

「戦争
の
最
初
の

犠牲
者
は、
察
笑

で
ある

」
と
い
登山
言
葉
は、
第一
次
大

戦
と
と
も
に
世
界
に
普
及
し
た 。
日
本

の
ジ
ャ
ー

ナ

リ

ス
ト

徳
世田

蘇峰も
「
生

命
と
真
実
の
大
安
売
り」
が

第一
次
大

戦
の
特
質
で
あ
っ

た 、
と
皮
肉
を
こ
め

て
指
摘
し
て
い
た 。
そ
し
て 、
真
実
を

犠地に
し
た
報
道
に
よ
っ

て
敵
対

感情

を
煽
り、
戦
意
高
揚
が
図
ら

れ

た
こ
と

に
よ
っ

て
戦
争
は
4
年
3
カ
月
も
続

き 、

参戦園
は
世
界
に
広
が
っ

た 。
そ

れ

ら
を
可
能
に
し
た

要因
の一

つ
は、

グ
ロ
ー

バ
ル
に
結
ぼ
れ
た
メ
デ
ィ
ア
網

で
あ
っ

た 。

そ
の
メ
デ
ィ

ア
網

を駆使
し
た

イ
ギ

リ

ス
は、

中立
国
ベ
ル
ギ
ー

を
侵
攻
し

た

ド

イ

ツ

軍
の
蛮
行
に

つ
い
て
虚
実
を

交
え
て
タ

イ
ム
ズ
紙
な
ど
で
報
道
し 、

戦
争
の
意
義
を

「野蛮国と
文
明
国
の

戦
い」
と
し
て

隠伝し
た 。

ド

イ

ツ

皇

帝
ヴ
ィ

ル
ヘ
ル
ム
二

世は 、
「
戦
争
に

勝
っ

て
タ

イ
ム
ズ
に
敗

れ

た」
と

慨嘆

し
た

と
伝
え
ら
れ
て
いる

が 、
メ
デ
ィ

ア
を
遜
じ
た
宣

伝戦
が

勝敗房
決
する

鍵
と
な
っ

た
の
で
ある

。

こ
う
し
た

宣伝一戦
を
遂
行
する

中
で

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

が

重要

な機能
を
果
た

す
こ
と
に
な
っ

た
が 、
そ

れ

を象徴す

る

の
が
1
9
1
7
年
の
ア
メ

リ

カ

参戦

で
あ
っ

た 。
ア
メ

リ

カ
は
1
8
2
3
年

以
来 、
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
と
の
相
互
不
干
渉

を
外
受
原
則
と
する

モ
ン

ロ
ー

主
義
を

12 

山
室

や
ま
む
ろ・
し
ん
い
ち
1
9
5
1
年

熊
本
市
生
ま
れ。
京
都
大

人文
科
学
研
究

所
教
授 。
審
議
に「
慾
法
9
条
の
思
想
水

脈」（

司罵遼
太
郎
鐙
受
鎚） 、
「一緩
合
戦
争

と

総力戦
の

断腿」
な
ど 。

信

法
政
連
鎖
思
想
史

岳民
ん還を＼車

掲げ
て
い
た
が 、
ウ
ィ

ル
ソ
ン

米大統

領
は
「
世

界は
民
主
主
義
の
た
め
に
安

全
に
さ

れ

な
け

れ

ば
な

らな
い」
と
宣

言
し
て

参

戦
を
正
当
化
し
た
の
で
あ

る

。
こ
こ
に
圏

内政治
の
ル
ー

ル
と
さ

れ

て
き
た
民
主
主
義
は

国際社会の
安

定

要因
と
み
な
さ

れ

、
第一
次
大
戦
は

ド

イ

ツ

な
ど
の

「専鎧卓
義」
と
英
米

な
ど
の
「
民
主
主
義」
と
の
戦
い
と
し

岨岨

て

宣蕊一さ

れ

る

こ
と
に
な
っ

た 。

以後 、
ア
メ

リ

カ
は
今
回
に
至る

ま

で

世界各地
で
「
民
主
主
義
を
守る

た

め
の
戦
争」
を
繰
り

広げ
て
き
た 。
だ

が 、
そ

れ

に
よ
っ
て
生
ま

れ続げ
て
い

る

の
は、

墾刀
と

撃
の

逮鎖
で
あ
り、

膨
大
な
死
者
と
難
民
で
ある

。

軍事力

で
強
要
さ

れ

た

民主
主
義
に
真
の
生
命

カ
は
な
い 。

II II 普通選挙の即刻奥行を求めて大会を開いた後、衆院主関前
（当時）でバルコニーにいる議員に向けて法制化を求める学
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正
解
の
な
い

宣伝戦加速、対立が拡大
大江E政変。第1次議慾選議自
により第3次桂太郎内閣倒

れ

る

第1次世界大戦勃発
アメ

リ

カ

参

戦、ロ

シ

ア革命
によ

る
社会主義政終成立

ド

イ

ツ

、イギ

リ

ス、カナダ
で女性参政権の承認
日本で簡虚選挙法・治安維
持法成立

1913 

1919 

1925 

1914 
1917 

民
は
自
ら
が

政治決定
に
参
加
する

こ

と
を
要
求
し 、

男性
の
普
通
選
挙
だ
け

で
な
く
女
性

参

政
権
も
各
国
で
実
現
に

向
か
っ

た
こ
と
で、
大
衆
民
主
主
義（
マ

ス・
デ
モ
ク
ラ

シ

ー）
と
呼
ば

れ

る

政

治状祝が
出
現
し
た 。

ド

イ

ツ

で

指導

者
原
理
に
よる

国民統合

体制と
し
て

の
ナ
チ
ズ
ム
を
生
み
出
し
た
の
も
大
衆

民
主
主
義
に
他
な

らな
か
っ

た 。

日
本
で
も

芭瞬間作
造
ら
に

主
導
さ

れ

た
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ

ー
の
高
ま
り
の
中

で

県在普
通
選
挙
制
が
1
9
2
5
年
に

成
立
し
た
も
の
の 、
次
なる

戦
争
を
押

し
と

ど
める

こ
と

は
で
き
な
か
っ

た 。

女
性

参

政
権
が
認
め
ら
れ
た
の
も

第
二

次
大
戦後
の
1
9
4
5
年
に
な
っ

て
か

ら
で
あ
っ
た 。
そ

れ

か
ら
均
年
を
経
て

選
挙
権

年齢は
路
歳
以
上
に
改
め
ら

れ

た
が 、
各

襲撃
で
の
醤
輩
は
低
下

傾
向
に
あ
り、

昨ト空木
の

衆議
院
選
挙

で
は
過
去
最
低
の

臼%
な
記
録
し
た 。

も
ち
ろ
ん 、

民主主
義
は
投
票
日
だ

け
に
存
在
する

の
で
は
な
い 。
だ
か
ら

こ
そ 、

民主主
義
は
階一
の
正
解
が
な

い

永続的
な
追
求
課
題
と
し
て 、
そ
の

活
性
化
が
日
々
要
求
さ

れ

続
け
て
い
く

の
で
ある

。，

日お
わ
り

力く

続
的
追
求
課
題

入
喜閤

,l..l!i 

�f
.

i撃f

i彊
置の
す千

風
の

美意識
で
あ
り、
勅
撰
集
の
伝
統

旨
民事ノ戸

ユピヨ邑
コ
E
量
恥乞
＝主
口
F
コ
E

ネ
パ
l

ラ
ン
ド
の
そ

れ

な
の
で
し
た 。

「
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aT浄恥m
－
」「

ユド』l

司司
ノ』
＝

＝才一

’U
A
遺
書

な
歌
詞
を
の
せ
た
も
の
で、
原
詩
の
恋

「

寺霊怯 だ。あらゆる局面で形骸化しているから」と what democracy looks Iii日！（これが
五主雪 今、いかなる境伎に も答えることができる。だが、民主主義は持 民主主義だ） J。この安保法制邸調するデ
守誉ご 代や場所や解決すべき問題に応じて異ならざ モで発せられる自問自答は、誰もが自由に集刊E ’ それでは民主主義は、現在いかなる境位に るをえない。 い、自らの声を発する民主主義の精神を表明
～？’ あるのだろうか？ それに対しては、 f全て rTell me what democracy looks すると共に、 「民の聞がいかに戦争を回避

だ。それ以外にないのだからJとも、逆に「無 like! （民主主義つてなんだ） This is できるかという闘いかけでもある。


